
令和元年度　江北町立江北中学校　学校評価結果

１　学校教育目標 ２　本年度の重点目標

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

基礎学力の定着

・各教科において、考えを深める学び
合う場面を設定し、ワークシートの改善
工夫や、定着度を図るための小テスト
や確認テストで理解度の把握に努め
る。
・個に対応するなど、宿題の出し方や
内容を工夫する。

・１時間の授業の中で生徒たち自身で考
え、学ぶ場の設定ができている。学びを
深めるために、さらに手立てや支援が必
要である。
・宿題の提出ができているについて、「そ
う思う」「ややそう思う」と答えた生徒の割
合は、約84％だった。

・生徒たちの学びあう活動を深めるために、課題
の提示について研修すること、また、振り返りの
時間を十分にとることで学力の向上を目指す。
・生徒の理解度に合わせて宿題の量を工夫する
ことで意欲を高めさせ、提出率を上げる。

指導方法の改善

・学年の実態、学習内容に応じた授業
形態を工夫する。
・補充的な内容だけでなく、基礎・基本
を活用する課題にも取り組む。

・12月の学習状況調査の結果で十分達
成の割合が0.9以上となった教科は1年生
の国語と英語、2年生の国語であった。
・TT授業は、数学約78％、英語約85％の
生徒が分かりやすいと回答している。

・教師間で生徒の理解度などの状況を共有した
り、役割分担をしたりする時間を確保し、授業に
臨む。単元によっては、少人数授業などの形態
も実施する。
・ミニ授業研究会を開催し、指導力の向上を図
る。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

道徳教育の充実

・小学校と連携しながら、道徳研修計
画を立て、職員研修で研究を重ねる。
・議論する道徳の指導案を各学年２つ
以上収集・作成し、実践する。
・道徳の推進教師を中心に道徳の授
業を行い、講師を招聘し、授業研究会
を行う。

・公開授業を２回実施し、小中合同の授
業研究会を行うことができた。
・全学年で議論する道徳の授業づくりを
実施するがでた。
・講師を招聘しての研究会を実施し、授
業づくりや評価などについて共通理解を
行うことができた。

・現在は別紙の感想シートに授業の振り返りを記
入している。この感想シートを評価につなげるた
めの取組を来年度は研究を深める必要があると
考える。
・議論する道徳の授業づくりの研究を深めるため
に、授業研究会をそれぞれの学年で実施する。

人権教育の充実

・生徒会を中心に人権宣言といじめ撲
滅宣言の唱和を行う。
・道徳の授業を充実させるため、全職
員での道徳の授業と研修を行う。
・平和を求め人権と人命を大切にする
心を育てる一環として、人権集会を行
う。
・人権週間で人権標語や人権作文に
取り組み、自分の意見をもち、仲間の
考えや地域の思いを知らせる。

・「学校が楽しい」と答えた生徒が約81％
であった。
・道徳の授業を充実させるため、全職員
での道徳のが実践できた。
・人権擁護員を招聘して、人権集会を実
施した。
・人権週間での人権標語や人権作文に
取り組み、人権に対する考えを深めさせ
た。

・互いに認め合い、より良い人間関係づくりがで
きるように、ソーシャルスキルトレーニングやグ
ループエンカウンター等を定期的に取り入れる。
・人権集会とは別に生徒主体で人権について、
考える集会等を学期に１回行う。

特別支援教育の充実

・全ての職員が特別支援教育の趣旨
を理解し、全ての生徒に対して支援で
きるよう、それに必要な校内研修を計
画したり、参加した研修会等の伝達を
行ったりする。
・生徒指導、教育相談と連携を図り、
ケース会議等で生徒の支援態勢を強
化する。
・学習支援室、通級指導教室の利用に
ついて、保護者及び生徒への啓発を
図る。
・気になる生徒について、保護者と相
談し、適切な就学支援につなげる。

・特別支援教育コーディネーターが職員
向けの特別支援教育だよりを数回発行
し，生徒の困り感への理解や支援・手だ
ての考え方などの情報提供に努めた。
・教育相談部会に積極的に参加し，必要
に応じてケース会議を開いて，生徒の支
援につなげた。
・学年，学級担任に協力をしてもらい，気
になる生徒の保護者と就学についての相
談をすることができた。
・本校の特別支援教育の取り組みについ
て，保護者及び生徒へ十分の啓発ができ
なかった。
・学校生活に困り感を感じている生徒に
対して，後手の対応になることがあった。

・特別支援教育情報誌だけでなく，校内研修の
充実を図るようにする。
・生徒指導部と教育相談部との連携体制を作
る。
・特別支援教育だよりを定期的な発行により、支
援の方法など研修を図る。
・校内支援体制の強化を図るため，特別支援教
育部の組織をさらに明確にする。

いじめ問題への早期発見、
早期対応への実践

・自他を尊重する態度を賞賛する場を
多く設ける。
・教育相談や学活ノート、教室での観
察など、生徒の気になる表情やつぶや
きを見逃さないようにする。
・生徒指導協議会や生徒指導部会等
で、事案後の経過の定期的に確認し、
指導や支援に生かす。

・ハートタイムや道徳コーナーなど自他を
尊重する態度を賞賛する場を多く設け
た。
・定期教育相談を実施したり、毎月生活
アンケートを実施したり、学活ノートを活
用したりして生徒のつぶやきを見逃さな
いようにした。
・生徒指導協議会や生徒指導部会等で、
事案後の経過の定期的に確認し、指導
や支援に生かした。

・生徒の変化に気づいたときは、臨時の生徒指
導部会を開催し、情報の共有と今後の対応につ
いて協議し、チームで取り組む。
・いじめを認知したときは、教育相談担当教諭と
も連携を取るなど、多方面から対応に当たる。

教育相談の充実

・毎月アンケートを実施して生徒の実
態を把握する。
・教育相談週間を年に2回設定し、全職
員で生徒の相談にあたる。
・職員間での共通理解を図り、いじめ
やトラブル、不登校傾向の生徒を早期
に発見し対処する。
・SC、SSWと連携を密にし個別の支援
を行う。
・Q-Uを年2回実施し、学級集団の状態
を知るとともに、支援が必要な生徒の
早期発見に活用する。

・毎月のアンケートや学活ノート、Q-Uで
生徒の実態を把握するよう努めた。
・教育相談週間を、年に2回設定し、全職
員の協力で実施することができた。しか
し、行事や校務、出張が多く、学級担任に
余裕がないため、教育相談週間では終
わらず、その後2～3週間かかって実施し
てもらった。
・SCとの連携はある程度できたが、SSW
との打ち合わせが十分ではなかった。生
徒の様子や実態に応じてSCが予防的授
業を計画し実施したり、配慮を要する生
徒たちに対して養護教諭との連携でカウ
ンセリングにつなげたりして、生徒支援を
行うことができた。

・毎月のアンケート結果を学年で共有できるよう
にする。気になる生徒や事案については管理職
に報告し、その対応を確認するようにする。
・他の行事などを考えて教育相談週間を実施す
る。また、来年度についてはグループ面接や副
担任による実施も検討していく。
・SSWとの連携をするために、教育相談担当者
は給食時間を活用しての打ち合わせを行い、生
徒の実態や担任の思いに応じた対応を相談した
い。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

進路指導・キャリア教育の充
実

・職業調べ・職場体験・進学説明会な
ど学年ごとの体験活動を踏まえて職業
観や正しい進路選択の意識や態度を
養う。
・学年ごとの進路学習を充実させる。
・アンケート結果や進路情報を掲示し、
意識の向上に努める。

・1学年から3学年まで計画的に進路学習
を実施できた。生徒も意欲的に体験活動
や調べ学習に取り組み、自分の進路決
定に結びつく学習を行った。
・アンケートを取ったりしながら、生徒の
実態を把握し、さらに、幅の広い情報提
供を行う必要がある。

・各学年の進路学習・生徒の実態に合わせて、
進路情報を提供する。
・キャリアパスポートを活用し、継続的な指導を
行う。

学校行事や地域行事への参
加

・学校行事では、行事後に感想やアン
ケートを実施し、生徒の実態を把握す
る。
・地域行事の把握に努め、生徒の参加
状況を把握する。

・合唱コンクール，文化発表会では，生徒
たちによる実行委員会が運営を行い，生
徒たちは積極的に参加した。
・町内で行われた清掃活動に参加した生
徒が多く見られた。

・学校行事への参加の様子や感想など生徒の実
態をしっかり把握する必要がある。
・町の情報誌等で地域で行われる行事の把握を
する必要がある。

望ましい生活習慣の形成

・養護教諭や担任を中心とし「保健だよ
り」「学級だより」を発行し家庭と連携す
る。
・良い生活習慣を身に着けることをめ
ざした生徒会・給食部・保体部の活動
の充実させる。

生活習慣に気を付けている生徒は8割、
保護者も7割程度いる。意識はしている
が、睡眠に関して言えば8割程度の生徒
が起床時「眠たい」と答えている。入眠時
間が遅くなる傾向は変わらないが、原因
は学習、メディア機器、眠れないからの順
である。

ネット等の家庭内ルールがない家庭が3割程度
ある。まずはメディアの利用時間、利用場所等の
決まりを作ることを進めていく必要がある。

望ましい食習慣の形成

・栄養教諭と担任による食育授業の実
施する。
・栄養教諭を中心とした「食育便り」を
発行と推進する。
・給食残菜ゼロや食の大切さを目指し
た、生徒会・給食部の活動の充実させ
る。

・朝食喫食率は93％だった。
・生徒会給食部の活動として、給食につ
いての放送や残菜ゼロの呼びかけをしっ
かり行うことができた。
・食育だよりの発行は毎月行った。
・栄養教諭とのTTによる授業実践ができ
なかった。

・生徒会給食部の活動をさらに充実させ、「食」
の大切さについて考えることができるような活動
をしていく。
・栄養教諭との連携を図り、各クラス、年に１回
の食の授業を実践していく。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策

●業務改革・教職
員の働き方改革の

推進
校務等の効率化の促進

・各分掌間の連携を図り、偏りがある
場合は８月に見直しを行う。
・職員個人の自己評価に業務改革の
項目を設定し個人での取組を行う。
・部活動のあり方についても検討する。

・約４割の職員で、年間の総時間数が７２
０時間を超えてしまった。
・８月に校務分掌の見直しを図ったが、変
更を行うまでにはいたらなかった。
・部活動のあり方について、週２回以上の
休養日の実践ができた。

・業務内容を整理し、月４５時間以下の時間外勤
務にする。すべての職員が年間７２０時間を超え
ないようにする。
・部活動の年間計画を立て、１年を通した計画的
な運用を行う。

○幼・保・小・中連
携教育の推進

小学校との連携推進

・一貫した活動ができるよう、学校評価
項目を可能な限りそろえる。
・美術科において、学童美術展に向
け、出前授業を実施する。
・音楽科におけて、発表会や卒業式に
向けた歌唱指導を行う。

・授業研究会を含め合同の職員研修が
実施できた。
・今年度は出前授業ではなく、６年生の１
日体験入学を学級ごとに本校で実施し、
中学校職員による授業を行った。
・小学校との合同授業研究会を年間２
回、自由参加の授業研究会を３回実施す
ることができた。

・授業研究会を含め合同の職員研修会を実施す
る。
・６年生の１日体験入学を学級ごとに実施する。
・美術科において、学童美術展に向け、出前授
業を実施する。
・音楽科におけて、発表会や卒業式に向けた歌
唱指導を行う。

○家庭、地域との
連携推進

家庭、地域との連携推進

・生徒会を主体とした地域貢献活動を
積極的に行う。
・学校運営協議会だけでなく、区長会
などの会合に出向き、地域貢献活動や
学校が求めている人材等の説明を行
う。

・生徒会を中心とした地域貢献活動を実
施することができた。
・区長会などの会合に出向いての説明を
行うことができなかった。

・余裕をもって取り組むことができるよう年間の
地域行事一覧表を作成する。
・学校行事の変更を含め、学校が求めている人
材等の説明を、学校運営協議会や区長会などで
行う。

●は共通評価項目、○は独自評価項目

４　　本年度のまとめ　・　次年度の取組
・学校評価保護者アンケートの「お子さんが本校の生徒でよかったと思いますか」では、昨年度から３ポイント減少したものの91％の保護者が肯定的な回答であった。学校評価生徒アンケートの「あなたは、学校が楽しいですか」では81％、「あ
なたは、学校生活の中で相談できる人（先生、スクールカウンセラーや友達など）いますか」では81％の生徒が、友人関係や進路・学習面など、さまざまな面で不安を抱えながらの肯定的な回答であった。このことから今年度の学校教育目標に
沿った教育活動はおおむね保護者の理解を得ていると考えられ、また生徒にとっても満足できる教育活動ができたと考えられる。しかし、「学校が楽しい」「学校生活の中で相談できる人がいる」と肯定的に答えていない生徒が２割いるので、改
善を図っていきたい。また、学校評価生徒アンケート「先生方は、わかる授業に努めていると思いますか」では、昨年度から６ポイント減少し91％、学校評価保護者アンケート「学校は、わかる授業に努めていると思いますか」では、昨年度から
11ポイント減少し77％であった。１、２年生の佐賀県小・中学校学習状況調査でも、10教科中７教科県の答率を下回る結果から、学力向上への取組が課題である。

学
校
運
営

・教職員の時間外勤務について、年
間の総時間数が７２０時間を超えな
いようにする。

C

・義務教育９年間を見通し指導がで
きるように、職員の交流を行う。
・小学校への出前授業を年間２回
以上行う。
・小学校との合同授業研究会を年
間３回以上行う。

B

・地域の力を活用した教育活動を行
う。
・生徒たちが、地域で貢献できる活
動を計画する。

Ｂ

Ｂ

・「早寝・早起き・朝ごはん」の習慣
を意識して行動し、朝食喫食率95％
以上を目指す。
・給食残菜ゼロを目指す。      B

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目

具体的目標 達成度

具体的目標 達成度

教
育
活
動

●志をたかめる教
育

・生き方について考え、将来に対す
る目的意識をもって自己の進路を
選択、決定し、生涯にわたる自己実
現を図っていくことができる能力や
態度を養う。

A

・学校行事に主体的に参加できるよ
うにする。
・地域行事へは地域で生活する住
民の一人として主体的に積極的に
参加できるようにする。

A

●健康・体つくり

・良い生活習慣は心身の健康維持
に重要であることを知り、そのため
に睡眠、食事、運動を見直し、望ま
しい生活習慣をつけさせる。
・睡眠の効果を知り、質の良い睡眠
がとれることを目指す。

Ｂ

・早期発見、早期対応に加えて、い
じめの未然防止に努める。
・「認知」したときは、３ケ月後に全て
解決に導く。

A

・日頃の観察やアンケート、面談等
により、いじめやトラブルを早期に
発見・把握し、適切に対応する。

B

③生徒がたくましく生きるために、キャリア教育と環境づくりの推進を図る。

②生徒の心を豊かにするために、道徳教育、人権教育及び生徒指導三機能の充実を図る。

具体的目標 達成度

教
育
活
動

●心の教育

・道徳の研究校として、小学校と連
携して職員全員で研鑚を積む。
・深い学びにつながる考え、議論す
る道徳の授業を実践する。
・道徳の授業参観または公開授業
を年に３回以上行う。

A

・心豊かに生きる生徒の育成を目指
して、「学校が楽しい」のアンケート
項目について、「そう思う」「だいた
いそう思う」と答える生徒が90％を
超える。

Ｂ

・全ての職員が、生徒の特性や困り
感の原因となるものを考え、それを
理解する。また、そこから、適切な
手だてを考え、共通理解をもって支
援する。

教
育
活
動

●学力の向上

・生徒が主体的・対話的で深い学び
ができるような授業づくりの工夫改
善を行う。
・授業の助けとなるような宿題の提
出率90％を目指す。

B

・12月の県の学習状況調査で1.2年
生の全ての教科において、十分達
成を1.00として0.9以上を目指す。
・生徒アンケートにおいて、「少人
数・TT授業は分かりやすいか」の質
問に対し、肯定的な回答が85％以
上を目指す。

C

自ら学び心豊かにたくましく生きる生徒の育成 ①基礎学力の定着と「主体的・対話的で深い学び」の実践に
向けた授業の工夫・改善を図る。
②道徳教育及び人権教育を推進・充実させ、心豊かな生徒の
育成を図る。
③生徒指導の三機能を充実させ、自己指導能力の育成を図
る。
④特別支援教育とインクルーシブ教育の推進を図る。
⑤家庭、小学校や地域と連携した教育実践を図る。

３　目標・評価

①生徒が自ら学ぶために、基礎学力の定着と「主体的・対話的で深い学び」の実践に向けた授業の工夫・改善を図る。

具体的目標 達成度

重点目標を具体的に評価するための項目や指標を盛り込む

達成度 Ａ：ほぼ達成できた

Ｂ：概ね達成できた

Ｃ：やや不十分である

Ｄ：不十分である

資料


